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[愛知働くものの健康センター]

F第5回 総会』開催される
7/29、労働会館本館で

結成4周 年を迎えた 『愛知働くものの

いのちと健康を守るセンター』の 『第5

回 総 会』が、7/29、午後 1時 30分

から労働会館本館で開催されました。

参加は、加盟団体代表や、安全衛生

担当者 ・安全衛生委員をやっている方

など、 25団 体、49名 が出席しました。

総会は、中原恵1理事長の開会挨拶の

あと、 神 藤 理事の議長のもとに議事が

すすめられました。

最初に山田理事長の挨拶がされ 「いの

ちと健康を守る運動」の全国的な広がり

と今回までの成果にっいて話され、愛知

の運動が高く評価されていると報告され

ました。

次いで佐々本事務局長から、①第4年

次の事業活動報告②決算報告 (近藤監事

から監査報告)③ 第 5年 次事業活動計画

④第 5年 次予算⑤申し合わせ事項変更

などを提案審議しました。   ,

各団体代表から活発な発言がされ、

活動交流がされました。

第 5年 次は、さらにセンター活動を

充実していくことを確認して議案は一
括

承認されました。

ノ

/次 いで役員理事の選出をお行ない総会

を終了しました。
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第4年 次の事業活動報告

1.労 基法 ・労安法を基礎 とした職場の

安全衛生活動と事業活動

●計画的、組織的にすすめている労働組

合の優れた経験を全体のものとする

ため努力をしてきました。

●愛高教をはじめ、名勤生協労組、みか

わ市民生協労組、全港湾で職場の安全

衛生活動が強化されています。

●第4回 労働安全衛生学習交流集会には

13労組、17名が参加 し、先進組合の

経験を学びあいました。

●民間大企業の職場でも、活動家によつ

て相談活動、夜勤規制、過密労働規制

の運動が広がつています。

2.職 場の労働安全衛生活動の学習 ・教育

活動と活動家養成

0「 第 6回 いのちと健康を守る学校」を

13団体、53名の参加で開催しました。

、 新たな企画 として医師と働 く人との

対話学習を田淵哲雄医師の協力で行な

いました。

●参加団体での学習会には、山田理事長

佐々木事務局長をはじめ弁護士、医師

医学者が協力しました。

● 「第4期 いのちと健康大学」は、時期

企画、内容について理事会で再検討し

てきました。名古屋地域のほか尾張

地域、西三河地域なfで開催し、内容
時期は関係団体と協議します。

3.夜 勤規制と過密労働規制のとりくみ

●夜勤規制のとりくみは、関係労働者 ・

労働組合で3回 ほど、実態と問題点、

要求 ・政策、職場 。産別の運動、愛知

と全国の運動にむけて討論と協議をし

/● 過密労働規制のとりくみは、 「現代労

働負担研究会」と共同してすすめ、今

後も専門家の協力を得ながらすすめま

す。

4.相 談活動、 110番 活動の協力

●職場の安全衛生活動、健康問題、夜勤

交替制、過労死、労災 ・公務災言など

の相談活動が電話相談も含めて広がり

ました。

●過労死弁護団の過労死 110番活動や、

家族の会の相談活動への協力もすすめ

てきました。

5.労 働安全衛生 ・健康問題調査

●建設
一
般からの依頼で、低温の室内で

の冷凍 ・冷蔵食品の品種分け作業に

従事している女性労働者の健康アンケ
ー ト調査を山田 。小野両先生が行なャ

ヽ

ました。

●労働安全衛生実施調査は、今後愛労連

いのちと健康対策委員会と参加団体と

共同ですすめます。

6.過 労死 ・労災 ・公務災害 ・職業病の

認定闘争への支援 ・協力

●山内過労死裁判は郵産労を中心とした

支援する会で署名をあつめました。

(個人18.656、団体852)

0大 同特殊鋼 ・松永 ・篠原認定闘争は、

再審査請求と審査請求の段階。

●全医労 ・恵那病院支部の看護婦さんの

公務災害認定闘争。

● 「家族の会」関係の労災裁判支援。

*故 渡辺錠平氏労災裁判  (最 高裁)

*故 渡辺
一

夫氏労災裁判  (名 地裁)

*故 森下六男氏労災裁判  (岐 阜地裁)

*故 松井靖夫氏労災裁判  (名 地裁)

*故 柏木恒雄氏労災裁判  (名 地裁)

*故 鈴木龍雄氏労災裁判  (名 地裁)

(裏面につづく)
てきました。



〔貢面よリイつづく,

7.い のちと健康ニコーみ

●月21雪の定期発行を定若させ 唯.98

まで先行 してきまモノたoセ ンターの

活動やを中くみ、参殖iゴ体の労働安全

角生高動、全傾のいのちと好曇康を守る

とりくみ、金労連のとつくみなどの

情報、労災嬢葉病飛慕_・裁判闘争など

紙読Fに反映してきま【ノた。

8.専 門家の協力 ・共明と研究会活動

ei‐過労死をなくす集い」に講師 ・水野

弁護士、 「いのちと健康学校Jに 講師

田端医師、 「スエーデンの報告と健康

調査にィi滅ミ 生、本験 話乾 ・夜勤規制

の問題、健康調査に出騒先生などと

専門性を生か1ノて協力をノていただいて

います.

9.各 地方センター ・団体との協力共隠

0「 第 3田 宜&方でのいのらと健康を守る

と争くみ交流集会」 (東京)に は18

団体、24名 が参加 Lブ弛坂での霊験と

、 交流を深めました。

19.新 事務所移転 ・事務丹i独立と財政確立

新規加入の拡大

●新事務所でくの活動を支えるために財政

確立が急務になっています。

会賛の引き上げ筋力と、新規加入の

促遼 (昨年 12団 体が加入)を とりく

みました。

11。日際減声
・交流 ・国際活動

●スエーデン研究者のエルガー ドこんと

の交流。小野先!このスエーデン帰題

報告。 riョ際シンポ」にとll題涯ど事長、

佐々本事務局長が参如i。

●モ11日理事長が中日、チエコでの国際学

会に参加され、研究者や労働組合と交流

を深めました。

(総会議案の 「事業報告」から抜枠)

第4年 度決算 (・94.7.1～
・
95.6.30)

収 入

会  費 2.089.000 51団体

前年度未納金 39.000

事業収入 58.000

雑収入 1 1 6 . 2 1 0 カンll

借入金 310,000 出資会計

より

計 2.610.210

支 出

事務所維持費 721.421 新 ・十日

行動費 600.000

通信費 629.360 郵送.阻L

ユース作成 111.240 紙代

資料費 119.892

事務費 173.040

活動費 98.000

前年度赤字分 148.233

ｌ
ｒ
ｌ

二
十
日 2.601.186

次年度へ繰越 9.024



第5年 度予算 (・95.7.1～
'96.6.30)

第 5年 次の事業活動計画 (抜粋)

● セ ンター参加iヨ体は、安全衛生活動の

重点と千直をもつこと。

● 職 場の安全衛生活動の担い子 ・活動家
の養成 。育成の計画をもつこと。

● 第 5回 労働安全衛生学習交流集会を
10/14位と)～ 15(日)、1泊 2日 100名

規模で行ないます。

●  「 第4期 いのちと健康大学」を名古屋

地域のほか尾張地域、西三河地域などで

開催 Lノます。内容 ・時期は関係|ゴ体と

協議します。

●  「第 7回  い のちと健康を守る学校」

を今までの修了生と参加団体の意見を集

約して企画します。

● 夜 勤規格どのとりくみは共同じ″たとりく

みを関係団体と協議してすすめます。

● 過 重 。過練労働化する労働の規制の

とりくみは、実態の解明と法規制を 「快

適職場指針」 「鞍痛指針」を活用して

すすめます。

● 存目談活動を愛労通や関係団体 と共同

して行ないます。

● 労 働組合の労働安全衛生アンケー ト

調査は、登労違いのちと健康対策委員会
と参加団体と共同して行ないます。

● 山 内過労死裁判 (最高裁)、 大画特殊

鋼労災認定闘争、全医労 ・恵翔iS病院支部

公務災吉認定闘争など支援協力tノます。

● 「家族の会」関係の労災裁判の支援協力

をすすめていきます。

● 「いのちと健康ユユース」はひきつづき

発行し′ていきます。

● セ ンターの活動を紹介し、加入をよび

かけるリーフレットを作成します。

0「 第 4回 地方でのいのちと健康を守る

とりくみの交流集会」を関係団体と協議

して開催します。

● 安 全衛生や健康問題での国際交流や

情報交換をすすめていきます。

収 入

△
ム 費 2 . 6 1 0 . 0 0 0 84団体

前印 金 196.000 9団体

事業収入 60.000

雑収入 30.976

繰越金 9.024

三
二
ロ 2.908.000

支 出

事務所維持費 1.030,400

行動費 600.000

通信費 648.000

ユース作成 120.000

資料費 120.000

事務費 180.000

活動費 100,000

借入返却金 100.000 出資会計

予備費 7.600

≡
≡
ロ 2.906.000


